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22-3 労働者の闘争の本当の成果＝団結

「時々労働者が勝つことがあるが、ほんの一時的にすぎない。かれらの闘争の本当の成果

は、その直接の成功ではなくして、労働者のますます広がっていく団結である。この団結

は、大工業によって作り出される交通手段の成長によって促進され、異なる地方の労働者

はそれによってたがいに結合される。そして、各地の一様な性格をもった多数の地方的闘

争を一つの国民的な、階級闘争にまで結集するためには、この結合があればそれでよいの

である。しかし、あらゆる階級闘争は政治闘争である。……

階級としての、したがってまた政党としての、プロレタリアの組織は、労働者自身のあ

いだの競争によって、常にくりかえし破壊される。だがこの組織はそのたびに復活し、次

第に強く、固く、優勢になる。そしてそれは、ブルジョア階級相互の分裂を利用すること

によって、労働者の個々の利益を法律の形で承認することを強制する。イギリスにおける

十時間労働法はその一例である。」

④-[40]P219の下線部 (マルクス＝エンゲルス『共産党宣言』岩波文庫 P51-52）


